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「
民
主
党

・
取
り
調
べ
の
全
面
可
視
化
を
実
現
す
る
議
員
連
盟
」
の
会
議

に
出
席
し
、
熱
弁
を
ふ
る
う
鈴
木
宗
男
衆
院
議
員
〇
＝
１５
日
、
国
会
で

政
権
交
代
後
、
鈴
木
議
員
は

民
主
党
と
与
党
会
派
を
組
ん
で

活
動
し
て
き
た
。
中
で
も
力
を

注
い
で
き
た
の
が
、
官
房
機
密

費
の
追
及
だ
。

機
密
費
追
及

今
年
七
月
に
は
、
九
八
年
の

沖
縄
県
知
事
選
で
、
当
時
の
小

渕
政
権
が
普
天
間
飛
行
場
移
設

方
針
に
沿
う
稲
嶺
恵

一
候
補
の

応
援
に
官
房
機
密
費
か
ら
二
億

円
を
回
し
た
と
発
言
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
当
時
官
房
長
官
だ

っ
た
野
中
広
務
氏
は

「
支
出
の

事
実
は
な
い
」
と
反
論
し
た
。

鈴

木

議

員

は

「
こ

の
発

言

後
、
野
中
さ
ん
と
直
接
電
話
で

話
し
た
。
当
時
、
小
渕
恵
三
首

相
は

『
沖
縄
は
カ
ネ
が
か
か
る

な
。
官
邸
の
機
密
費
で
足
り
な

け
れ
ば
、
外
務
省
か
ら
来
て
い

る
金
が
あ
る
か
ら
』
と
言

っ
て

い
た
。
外
務
省
か
ら
の
金
と
は

二
十
億
円
と
も
い
わ
れ
た
報
償

費
。
そ
の
言
葉
を
あ
な
た
も
間

い
た
は
ず
だ
と
野
中
さ
ん
に
言

う
と
、
野
中
さ
ん
は

『
あ
あ
そ

う
だ
な
』
と
認
め
た
」
と
再
反

論
す
る
。
ち
な
み
に
、
本
紙
の

取
材
に
対
し
、
野
中
氏
は
再
び

「
そ
ん
な
話
は
し
て
い
な
い
」

と
全
面
否
定
し
た
。

そ

の
沖

縄

と

の
因

縁

も
深

い
。
か

つ
て
米
軍
の
砲
撃
演
習

場
を
自
ら
の
選
挙
区
に
移
し
た

一
方
、
辺
野
古
移
設
に
奔
走
し

た
。
い
ま
は

一
転
、

「
辺
野
古

の
美
し
い
海
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
埋
め
て
は
い
け
な
い
」
と
訴

え
る
。

「
前

首

相

の
鳩

山

（由

紀

夫
）

さ

ん

が

（
辺

野

古

移

転

の
）
従
来
案
に
戻

っ
た
の
も
外

務
と
防
衛
官
僚
に
丸
め
込
ま
れ

た
結
果
」
と
語
る
。

「
菅
さ
ん

は
草

か

ん

む

り

が

取

れ

て
、

（官
僚
の
）
官
さ
ん
に
な

っ
て

し
ま

っ
た
」

そ
の
官
僚
政
治
の
打
破
の
た

め
、
近
年
は
衆
院
に
提
出
さ
れ

た
全
議
員
分
の
半
分
を
占
め
る

質

問
主
意

書

を
連

発

し

て
き

た
。
だ
が
、
か

つ
て
は
官
僚
と

″
蜜
月
〃
だ

っ
た
鈴
木
議
員
が

な
ぜ
、
い
ま
官
僚
批
判
に
熱
心

な
の
か
。

そ
の
理
由
を
彼
は
軍
国
主
義

へ
転
げ
落
ち
た
戦
前
と
同
じ
に

お
い
を
い
ま
、
社
会
に
感
じ
る

か
ら
だ
と
説
く
。

「
昭
和
五

（
一
九
二
〇
）
年

以
降
、
独
善
的
な
正
義
感
に
取

り

つ
か
れ
、
情
勢
認
識
を
誤

っ

た
軍
事
官
僚
と
そ
れ
を
後
押
し

し
た
民
衆
の
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
に

よ
り
、
日
本
は
軍
国
主
義

へ
と

傾
倒
し
た
。
い
ま
も

一
部
官
僚

の
動
き
と
、
小
泉
政
権
を
生
ん

だ
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
を
み
れ
ば
、

そ
う
し
た
危
険
が
よ
み
が
え

っ

て
い
る
と
い
え
る
」

た
だ
、
そ
う
し
た
認
識
を
持

ち
な
が
ら
も
、
鈴
木
議
員
は
国

政
の
表
舞
台
か
ら
は
公
民
権
停

止
期
間
も
含
め
、
六
年
以
上
、

姿
を
消
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
若

い
政
治
家
た
ち
に
何
を
求
め
る

の
か
。

「
今
の
若
い
政
治
家
は
偏
差

値
は
高
い
が
、
頭
の
よ
く
な
い

人
が
増
え
た
。
東
大
出
は
襟
裳

灯
台
よ
り
役
立
た
な
い
」
と
冗

談
交
じ
り
に
評
す
る
。
二
〇
〇

六
年
に
起
き
た
民
主
党
議
員
に

よ
る

「
偽
メ
ー
ル
事
件
」
を
例

に

「
そ

も

そ

も

メ

ー

ル
な

ん

て
、
い
い
か
げ
ん
な
も
の
。
そ

ん
な
も
の
に
引

っ
か
か
る
」
と

い
う
。

時
代
は
変
転
す
る
。
〇

二
年

の
逮
捕

で
権

力

中
枢

か

ら
追

放
さ
れ
た
。
い
ま
、
彼
の
肩
書

に
は

「
死
刑
廃
止
を
推
進
す
る

議
員
連
盟
」

「
（
冤
罪
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
る
）
袴
田
巌
死

刑
囚
救
援
議
員
連
盟
」
な
ど
が

並
ぶ
。
い
わ
ゆ
る

「
人
権
派
」

に
転

身

し

た
よ

う

に
言

わ

れ

る
。

「
自
分
は
変
わ

っ
た

つ
も
り

は
な
い
が
、
権
力
に
取
り

つ
か

れ
て
い
る
と
見
ら
れ
た
こ
と
自

体
が
私
の
間
違
い
だ

っ
た
。
権

力
側
に
い
た
時
は
前
し
か
見
て

い
な
か

っ
た
。
逮
捕
後
は
横
や

後
ろ
を
見
て
、
声
な
き
声
を
受

け
止

め

ら
れ

る
よ

う

に
な

っ

た
」十

五
日
も
国
会
議
員
会
館
の

彼
の
部
屋
に
は
、
支
援
者
が
次

々
訪
れ
て
い
た
。
間
も
な
く
刑

務

所

に
入

る
。
覚

悟

を

聞

く

と
、
こ
う
答
え
た
。

生
涯
、政
治
家

「
（受
刑
中
は
）
毎
日
が
修

行
だ
と
思

っ
て
、
新
し
い
ス
ズ

キ
ム
ネ
オ
を

つ
く
り
た
い
。
八

年

前

は
極

悪
人
扱

い
さ

れ

た

が
、
今
は
大
勢
の
人
が
激
励
し

て
く
れ
る
。
議
員
資
格
が
あ
ろ

う
が
な
か
ろ
う
が
関
係
な
い
。

私

は
生

涯
、
政

治

家

で
す

か

一り
」

官僚政治>>戦前と同じにおい
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す
ず
き

。
む
ね
お
　
自
民
党
の
故
中
川

一
郎

元
農
相
秘
書
を
経
て
、
１
９
８
３
年
に
衆
院
初

当
選
。
北
海
道

ｏ
沖
縄
開
発
庁
長
官
な
ど
を
歴

任
し
た
。
２
０
０
２
年
、
あ

っ
せ
ん
収
賄
事
件
な

ど
で
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
、　
一
審
判
決
は
懲
役
２

年
、
追
徴
金
１
１
０
０
万
円
。

０５
年
に
新
党
大
地

を
結
成
し
、
衆
院
議
員
に
返
り
咲
い
た
。

０８
年
、

控
訴
棄
却
。
政
権
交
代
後
、
衆
院
外
務
委
員
長
に

就
任
し
た
が
、
今
月
、
最
高
裁
で
上
告
棄
却
。

失
職
す
る
見
込
み
。
北
海
道
出
身
。

６２
歳
。

「
菅
さ
ん
の
勝
因
は
現
職
の

強
み
と
メ
デ

ィ
ア
で
連
日
、
世

論
調
査
の
数
字
を
流
さ
れ
た
ア

ナ
ウ
ン
ス
効
果
。
ポ
ピ

ュ
リ
ズ

ム
の
勝
利
だ
。
九
年
前
に

（
自

民
党
総
裁
選
で
）
小
泉

（
純

一

郎
）

さ

ん

が

勝

っ
た

形

に
近

い
」さ

ら
に

「
小
沢
さ
ん
は
民
主

党
を
救

っ
た
。

（
代
表
選
で
）

自
民
党
の
新
役
員
な
ん
て
吹

っ

飛
ん
だ
」
と
付
け
加
え
た
。
そ

う
語
り

つ
つ
、　
″
小
沢
勝
利
〃

後
の
衆
参
両
院
の
ね
じ
れ
解
消

に
動
い
て
い
た
こ
と
も
示
唆
し

た
。

得
た
た
め
、
無
所
属
で
の
出
馬

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

「
鈴
木

の
公
認
は
認
め
な
い
」
。　
一
貫

し

て
そ

う
主
張

し
た

の
が

当

時
、
自
民
党
総
務
局
長
だ

っ
た

小
沢
氏
だ

っ
た
。

「
政
治
家
鈴
木
宗
男
の
育
て

の

親

は

金

丸

信

（
元

副

総

理
）
。
同
じ
く
金
丸
さ
ん
を
師

と
仰
ぐ
小
沢
さ
ん
だ
が
、
私
を

公
認
し
ろ
と
い
う
師
の
要
求
は

は
ね

つ
け
た
。
し
か
し
、
客
観

的

に
は

賢

明

な
判

断
。
そ

の

時
、
彼
を
な
か
な
か
の
人
物
だ

と
思

っ
た
」
。
本
音
か
否
か
は

分
か
ら
な
い
。
だ
が
、

「
政
治

家
鈴
木
宗
男
」
は
そ
う
言
い
切

る
。古

巣
の
自
民
党
に
つ
い
て
は

「
今
は
将
た
る
器
の
人
が
い
な

い
。
発
信
力
、
オ
ー
ラ
を
感
じ

る
人
が
い
な
い
」
と
関
心
が
薄

そ
う
だ

っ
た
。
与
党
育
ち
。
権

力
の
魅
力
も
怖
さ
も
知
り
尽
く

し
て
い
る
。

そ
の
権
力
を
民
主
党
が
奪

っ

て
か
ら
丸

一
年
。
秘
書
時
代
か

ら
四
十

一
年
を
永
田
町
で
生
き

た
彼
の
目
に
民
主
党
政
権
は
ど

う
映
る
の
か
。

「
政
権
交
代
は
し
た
が
、
魂

が
入

っ
て
い
な
い
」

代表選>>礎門罫ホ 勝説を否定

「
可

視

化

議

連

に
出

る

の

も
、
き

ょ
う
が

最

後

で
し

ょ

う
」
。
十
五
日
午
前
、
衆
院
第

二
議
員
会
館
の
会
議
室
。
鈴
木

議
員
は
民
主
党
の

「
取
り
調
べ

の
全
面
可
視
化
を
実
現
す
る
議

員
連
盟
」
の
会
合
に
出
席
し
て

い
た
。

「
司
法
の
危
機
。
な
ぜ

（
民

主
党
代
表
選
が
あ

っ
た
）
こ
の

時
期

（
に
自
ら
の
事
件
に
つ
い

て
最
高
裁
の
上
告
棄
却
）
だ

っ

た
の
か
」
。
こ
の
席
で
も
、
検

察
批
判
の

″
ム
ネ
オ
節
〃
が
、

さ
く
裂
し
た
。

上
告
棄
却
後
、
弁
護
団
は
異

議
申
し
立
て
を
し
た
が
、
過
去

に
認
め
ら
れ
た
例
は
な
く
収
監

は
秒
読
み
。
だ
が
、
ま
だ
現
職

議
員
で
あ
る
。

小
沢
応
援

民
主
党
代
表
選
で
は
、
小
沢

陣

営

の

「応

援

団
」

を

務

め

た
。
そ

の
結

果

に

つ
い

て

は

「
予
想
通
り
」
と
話
す
。

「
菅

（直
人
首
相
）
さ
ん
圧

勝

に
見

え
る

が
、
中

身

は
違

う
。
党

員

・
サ
ポ

ー

タ

ー
票

は
、
菅
さ
ん
が
十
三
万
八
千
、

小
沢
さ
ん
が
九
万
票
。
六
対
四

の
差
し
か
な
い
」

ｈⅢ旧【　編―ま「ぃ釧昼』「鳳』刺［師

党
の
改
革
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど

も
、
も
し
小
沢
さ
ん
が
勝

っ
て

い
た
な
ら
、
そ
の
際
は
参
院
や

衆
院
の
自
民
党
か
ら
、
民
主
党

に
来
て
も
い
い
と
私
に
言

っ
て

い
た
人
た
ち
は
い
た
」

応
援
団
と
は
い
え
、
小
沢
氏

と
は
因
縁
浅
か
ら
ぬ
仲
だ
。　
一

九
八
三
年
、
中
川

一
郎
元
農
相

の
急
死
を
受
け
、
当
時
秘
書
だ

っ
た
鈴
木
議
員
は
旧
北
海
道
５

区
か
ら
の
立
候
補
を
決
断
。
だ

が
、　
一
郎
氏
の
長
男
昭

一
氏
が

後
継
と
し
て
自
民
党
の
公
認
を


